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公益財団法人
調布ゆうあい福祉公社

１

・
健
全
な
公
社
経
営

　

令
和
元
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
を
受
け
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す
る
具

体
的
な
課
題
解
消
を
進
め
ま
す
。

　

事
業
継
続
、
組
織
強
化
の
視
点

か
ら
、
人
材
の
確
保
と
育
成
を
最

重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
職
場
環

境
の
改
善
や
、
働
く
者
が
魅
力
を

感
じ
る
職
場
づ
く
り
、
ま
た
、
外

部
機
関
等
を
活
用
し
た
研
修
環
境

の
整
備
・
充
実
に
、
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
外
部
か
ら
依
頼
さ
れ
る

専
門
研
修
の
講
師
や
、
実
習
生
の

受
入
れ
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
運
営
体
制
の
強
化
・
整
備

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
・
充
実
を

目
的
に
、
法
人
総
務
を
令
和
２
年

６
月
に
本
部
事
務
所
へ
移
し
、
法

人
運
営
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
り

ま
す
。

　

一
方
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
現
法
人
総
務
事
務
所
へ
移

り
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
担
当

エ
リ
ア
の
変
更
を
見
据
え
た
体
制

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

新
エ
リ
ア
で
は
、
新
た
な
相
談

窓
口
（
拠
点
）
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
の
で
、
そ
ち
ら
の
準
備
も

進
め
ま
す
。

・
施
設
改
修
の
計
画
・
準
備

　

調
布
市
と
の
協
議
が
整
っ
た
の

で
、
令
和
２
年
度
に
浴
室
改
修
工

事
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
、
現
在

具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。　

・
介
護
予
防
の
取
組

　

現
在
、
月
・
水
・
金
の
週
３
回

開
催
し
て
い
る
総
合
事
業
通
所
型

市
基
準
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

調
布
市
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
の

拡
大
を
検
討
し
ま
す
。

・
地
域
の
福
祉
人
材
の
発
掘
・
育

成
に
向
け
た
研
修
の
実
施

　

住
民
参
加
型
事
業
を
支
え
、
地

域
の
福
祉
人
材
と
な
る
協
力
会
員

を
、
一
人
で
も
多
く
増
や
し
、
育

成
を
す
る
た
め
に
、
協
力
会
員
募

集
の
説
明
会
開
催
や
、
効
果
的
な

研
修
の
主
催
を
企
画
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
社
職
員
を
研
修
等
に

講
師
と
し
て
派
遣
し
、
実
践
の
中

で
培
っ
た
様
々
な
知
見
を
還
元
す

る
こ
と
で
、
調
布
市
の
福
祉
人
材

育
成
に
寄
与
し
ま
す
。

・
認
知
症
当
事
者
と
家
族
介
護
者

支
援
の
拡
充

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

事
業
で
は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
新
た
な
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
活
躍
の
場
リ
ス
ト
の
更
新
や

見
守
り
訓
練
等
を
企
画
し
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
認
知
症
当
事
者
の
模
擬
演
者

養
成
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
で
、
事
業
を

今
年
度
に
持
ち
越
し
ま
し
た
。

　

家
族
介
護
者
支
援
事
業
で
は
、

「
だ
れ
で
も
カ
フ
ェ
こ
く
り
ょ
う
」

の
開
催
継
続
に
加
え
、
ケ
ア
ラ
ー

の
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

・
医
療
介
護
連
携
の
推
進

　

職
員
を
、
市
内
福
祉
団
体
の
評

議
員
や
、
職
能
団
体
及
び
行
政
の

会
議
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
調

布
市
の
医
師
会
や
、
介
護
支
援

専
門
員
の
団
体
等
と
共
催
す
る

「
ち
ょ
う
ふ
高
齢
者
応
援
大
会
」

に
参
画
し
、
多
職
種
協
働
に
よ
る

医
療
介
護
連
携
の
構
築
に
寄
与
し

ま
す
。

・
地
域
共
生
社
会
の
推
進

　

公
社
が
掲
げ
る
理
念
は
、
地
域

共
生
社
会
の
推
進
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

２
年
度
も
、
調
布
市
と
協
議
し
な

が
ら
、
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
事
業
計
画
概
要

【
法
人
運
営
】

【
事
業
運
営
】



　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
専

門
職
の
方
々
は
多
忙
を
極
め
、
と
も
す

れ
ば
介
護
者
の
気
持
ち
は
な
お
ざ
り

に
さ
れ
が
ち
で
す
。
ど
ん
な
事
で
も
独

り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
、
こ
も
れ
び

サ
ロ
ン
の
開
催
日
に
お
喋
り
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
こ
も
れ
び
サ
ロ
ン
開
催
日　
　
　

　
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
11
時
～
16
時

　
毎
月
第
２
月
曜
日　
　
　
　
　
　

　
13
時
～
16
時

●
場
所　
「
深
大
寺
こ
も
れ
び
」　

　
市
内
深
大
寺
東
町
１

−

９

−

４

●
連
絡
先　

　
☎
０
９
０

−

７
１
８
０

−

０
３
３
７

　
（
中
山
）

　

も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
す

が
、
身
近
に
い
た
友
人
が
、
大
変
な

介
護
の
た
め
に
心
身
と
も
に
疲
れ
果

て
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
様
子
を
知
る
程
に
、
介
護
す

る
方
々
の
た
め
に
、
何
か
出
来
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
焦
燥
に
似

た
感
に
囚
わ
れ
て
い
た
私
に
、
夫
が

仲
間
と
集
え
る
常
設
の
場
所
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

緑
に
囲
ま
れ
た
そ
の
場
所
を
、「
深

大
寺
こ
も
れ
び
」
と
名
付
け
、
私
の

思
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
仲
間
と
、

平
成
14
年
６
月
か
ら
介
護
者
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
こ
も
れ
び
サ

ロ
ン
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
17
年
間
、
私
達
が
続
け

て
き
た
介
護
者
支
援
は
「
そ
の
方
の

心
に
寄
り
添
っ
て
、
ひ
た
す
ら
お
話

を
聴
く
こ
と
」
で
す
。
そ
し
て
、
同

じ
よ
う
な
立
場
の
方
と
、
心
お
き
な

く
お
喋
り
す
る
こ
と
で
、
心
が
解
放

こ
も
れ
び
サ
ロ
ン　

　
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　「
深
大
寺
こ
も
れ
び
」〜

さ
れ
、
少
し
で
も
元
気
を
取
り
戻
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。「
深
大
寺
こ
も
れ
び
」
は
、

介
護
の
本
音
や
愚
痴
を
、
安
心
し
て

お
喋
り
で
き
る
仲
間
の
集
う
場
所
で
す
。

　

前
号
か
ら
始
ま
っ
た
、
市
内
の
ケ

ア
ラ
ー
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹

介
第
２
弾
で
す
。

公
社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
に
つ
い
て

　

国
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
全

国
各
地
で
様
々
な
業
界
の
事
業
所

が
、
活
動
を
縮
小
あ
る
い
は
自
粛
す

る
な
か
で
、
公
社
で
も
、
人
と
の
接

触
機
会
を
減
ら
す
「
３
つ
の
密
の
回

避
」
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
住
民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、「
協
力
会
員
の
方
々

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
利
用
会
員
の
皆

様
に
も
了
解
を
得
て
、
次
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

個
々
の
利
用
会
員
・
協
力
会
員
の

方
々
に
、
電
話
で
状
況
や
ご
本
人
の

ご
意
向
等
に
つ
い
て
伺
い
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
的
な
休
止
や
縮

小
、
ま
た
支
援
方
法
の
変
更
等
の
調

整
を
行
い
ま
し
た
。

　

食
事
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
同
様
な
調

整
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
用
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
、

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予

防
す
る
観
点
か
ら
の
一
時
的
緊
急
措

置
と
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
通
常
事
業
に
戻
り
ま
す
際
に

は
、
改
め
ま
し
て
皆
様
に
ご
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
だ
れ
で
も
カ
フ
ェ
こ

く
り
ょ
う
等
の
普
及
啓
発
事
業
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
協
力
会
員
定
例
会
等
の

研
修
会
に
つ
い
て
も
、
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
開
催
を
中
止
・
延

期
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
勤
務
体
制
で
は
、「
３
つ

の
密
の
回
避
」
で
、
管
理
係
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
、
住
民
参
加

推
進
係
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
係
、
訪
問

介
護
係
が
、
在
宅
勤
務
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
の
衛
生
面
の
対
応

で
は
、
こ
れ
ま
で
日
常
的
に
行
っ
て

き
た
以
上
に
、
広
範
囲
か
つ
こ
ま
め

に
、
施
設
内
の
備
品
や
器
具
等
の
消

毒
を
行
う
な
ど
、
感
染
症
予
防
対
策

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
の
一
部
で
、
終
息
の
兆
し

も
う
か
が
え
る
よ
う
で
す
が
、
再

度
、
感
染
者
の
増
加
に
転
じ
る
国
も

あ
り
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
す
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
感

染
症
の
予
防
、
拡
大
の
防
止
に
万
全

を
配
し
て
参
り
ま
す
。

2

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
に
つ
い
て
は
、
公
社

H
P
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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地域包括支援センターゆうあい
こちらになります

▼
調布６中

くすのき第１
児童遊園

ゆうあい福祉公社

くすのきアパート1

くすのきアパート2

くすのきアパート
5号棟

国領 8丁目アパート

【
理　

事
】

理
事
長　
　

花　

角　

美
智
子

副
理
事
長　

山　

口　

征　

子

常
務
理
事　

塚　

本　
　
　

栄

理
事　
　
　

橋　

本　

郁　

子

　
　
　
　
　

西　

田　

伸　

一

　
　
　
　
　

泰　

山　

涼　

子

　
　
　
　
　

中　

里　

繁　

夫

任
期
：【
開
始
】令
和
２
年
５
月

　
　
　
【
終
結
】令
和
４
年
５
月

【
監　

事
】

監
事　
　
　

老　

川　

多
加
子

　
　
　
　
　

加　

瀬　

亜　

里

任
期
：【
開
始
】令
和
２
年
５
月

　
　
　
【
終
結
】令
和
４
年
５
月

【
評
議
員
】

評
議
員　
　

荒　

井　
　
　

敏

　
　
　
　
　

小　

川　

時　

雄　

　
　
　
　
　

小　

西　

健　

博　
　

　
　
　
　
　

野　

澤　
　
　

薫　

　
　
　
　
　

田　

中　

晶　

子

　
　
　
　
　

古　

屋　

育　

子

　
　
　
　
　

萩　

本　

末　

子

　
　
　
　
　

宇　

治　

和　

子

任
期
：【
開
始
】令
和
２
年
５
月

　
　
　
【
終
結
】令
和
６
年
５
月

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

公
社
役
員
・
評
議
員
改
選

の
お
知
ら
せ（令

和
２
年
５
月
）

　

都
営
調
布
く
す
の
き
ア
パ
ー
ト
５

号
棟
の
１
階
へ
移
転
し
、
引
き
続
き

高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
の
た
め
の
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
、
対
応
し
て
参

り
ま
す
。

調
布
市
国
領
町
３
の
８
の
１
５

都
営
調
布
く
す
の
き
ア
パ
ー
ト
５

−

１
０
９

（
新
し
く
な
り
ま
す
）

０
４
２

−

４
２
６

−

９
８
８
２

令
和
２
年
６
月
１
日
に
事
務
所
が

移
転
し
ま
す

（
新
し
く
な
り
ま
す
）

（
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

０
４
２

−

４
8
１

−

４
９
７
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

ゆ
う
あ
い
か
ら
の
お
知
ら
せ

住　
　

所

F 

A 

X

電　
　

話

「地域包括支援センターゆうあいは都営調布
くすのきアパート５号棟の１階へ移転します」

川島

松島

清水 松本

島木

松川

内園センター長
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こんにちは国領デイサービスセンターより国領デイサービスセンターより

３
月
延
べ　

42
人

４
月
延
べ　

14
人

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
～
５
月
の
活
動
報
告

６・７
月
の
活
動
予
定

☆
お
礼

タ
オ
ル
の
ご
寄
附
を
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
タ
オ
ル
の
ご

寄
附
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
来
訪

　

今
後
の
予
定
は
未
定
で
す
。

☆
行
事

・
対
抗
ゲ
ー
ム

・
七
夕

☆
来
訪

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
散

防
止
対
策
で
、
来
訪
者
の
受
け
入
れ
は

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
行
事

・
５
月
節
分

　

公
社
の
テ
ラ
ス
の
桜
が
、
今
年
も

満
開
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

春
の
う
ら
ら
か
な
陽
気
の
中
で
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
お
花
見
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

テ
ラ
ス
で
お
花
見

デイサービス職員  ＜令和２年のスタッフ紹介＞
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
「
自
分
ら
し
く
過
ご
す
」・

「
無
理
せ
ず
、
楽
せ
ず
、
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

ま
す
。

　

体
操
や
個
別
機
能
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
各
種
活

動
な
ど
、利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

「
心
も
体
も
元
気
に
な
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
、
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

テラスでお花見

満開のさくら

うららかな陽気

セ
ン
タ
ー
長 

　
　 

よ
り

山
﨑 

西村

茂田

佐々木

林田

阿部

関塚

武山

小原

東海林

大谷

柴田

二見

森田

山﨑センター長

太田

戸沢

山口(瞳)　

安達

小宮

尾形

清藤

石橋

山口(英)



 

担当課長：山﨑
管理者（相談員）：大澤
相談員：岩井
機能訓練指導員：山口
介護士：市瀬
介護士：前沢
介護士：菊池
介護士：杉原
事務（運転）：谷田部
運転：田中

～落ち着ける作業の一つです～

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
、
あ
な

た
に
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

外
出
制
限
な
ど
で
、
お
買
い
物
な

ど
に
出
か
け
る
こ
と
が
、
少
な
く

な
っ
た
今
日
こ
の
頃
。
ご
家
庭
に
あ

る
食
材
で
、
食
欲
の
な
い
時
に
不
足

し
が
ち
な
た
ん
ぱ
く
質
、ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
補
え
、
サ
ッ
パ
リ
と
召

し
上
が
れ
る
簡
単
な
レ
シ
ピ
を
紹
介

し
ま
す
。

ゆ
う
あ
い
栄
養
士
さ
ん

お
す
す
め
レ
シ
ピ　

　
～
鯖
缶
の
冷
や
汁
～

鯖の水煮缶…小１缶　　　　
味噌…………大さじ２
顆粒だし……小さじ 1/2
すり胡麻……大さじ２
木綿豆腐……1/3 丁　　　　
きゅうり……1/2 本　　　　
大葉…………お好みの分量　
みょうが……お好みの分量
塩……………少々
冷水…………３００ｃｃ
醤油…………少々

～夏にぴったりの涼しげな一杯～

5

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
猛
威

を
奮
っ
て
い
ま
す

が
、
ぷ
ち
ぽ
あ
ん
で

は
、
関
係
機
関
の

指
導
や
協
力
の
下
、

様
々
な
対
策（
検
温
、

消
毒
、
マ
ス
ク
の
着

・
令
和
元
年
度
報
告

　

平
成
31
年
４
月
～
令
和
２
年
３
月

ま
で
の
事
業
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単

で
は
あ
り
ま
す
が
、
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

○ 

開
所
日
計
：
２
５
７
日

　

○ 

登
録
利
用
者
：
24
名

　

○ 

平
均
利
用
人
数
：　

人

　

○ 

稼
働
率
：
約
70
％

用
や
換
気
な
ど
）
を
講
じ
な
が
ら
、

職
員
一
丸
で
事
業
継
続
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
者
の
中
に
は
、
体
調
に
ご

留
意
さ
れ
、
お
休
み
さ
れ
る
方
や
、

ご
家
族
と
ご
相
談
さ
れ
、
自
主
的
に

外
出
を
自
粛
さ
れ
る
方
な
ど
も
散
見

す
る
状
況
で
す
。

　

先
行
き
が
不
透
明
で
、
ど
な
た
も

不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
の

毎
日
だ
と
思
い
ま
す
が
、職
員
一
同
、

一
刻
も
早
く
事
態
が
収
束
し
て
、
皆

さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
を
拝
見
で
き
る

こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

・
令
和
２
年
度
体
制
に
つ
い
て

　

新
し
い
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
う

困
難
な
状
況
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
職
員
の
体
制
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族

の
皆
様
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
「
ぷ
ち
ぽ
あ
ん
」
を

目
指
し
、
事
業
運
営
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

8.4

飲
み
物
を
お
出
し
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
準
備
、
提
供
な
ど

・
ご
利
用
者
と
お
話
し
し
な
が
ら
、

好
み
に
応
じ
た
飲
み
物
の
提
供

・
週
１
回
か
ら
。
活
動
時
間
は
１
～

２
時
間
程
度

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
製
作
活
動
の
お
手
伝
い

・
体
操
や
ゲ
ー
ム
等
の
お
手
伝
い

お
楽
し
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
歌
や
踊
り
、
ミ
ニ
演
奏
会
、
朗
読

な
ど
、一
芸
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

・
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
も
Ｏ
Ｋ

・
年
１
回
で
も
。
30
分
か
ら
１
時
間

程
度
で
要
相
談

ご
寄
付
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
野
菜
・
花
の
苗
や
種

・
活
動
に
使
う
墨
汁
・
半
紙
・
千
代

紙
・
毛
糸
・
手
芸
用
品
・
折
り
紙
等

お
申
し
込
み
・
ご
相
談　

活
動
先

①
調
布
市
国
領
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー（
国
領
町
３

−

８

−

１
）

☎
０
４
２

−
４
８
１

−

７
７
１
１

②
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぷ

ち
ぽ
あ
ん

（
入
間
町
３

−

２
２

−

５
）

☎
０
３

−

３
４
８
３

−

１
６
８
１

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

材　料（２人分）



 

6

会
員
状
況
（
令
和
２
年
4
月
末
現
在
）

○
利
用
会
員    

２
７
０
世
帯
（
３
３
４
人
）

○
協
力
会
員　
２
５
８
人

○
賛
助
会
員　
個
人
２
２
９
人

　
　
　
　
　
　
法
人
８
団
体

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

植
田　

賢
次
様
：
15
万
円

近
藤　

啓
治
様
：
切
手
２
，６
５
５
円

清
水　

正
孝
様
：
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
１
箱
50
枚)

・
ア
ル
コ
ー
ル
１
ケ
ー

ス
・
固
形
石
鹸
２
箱

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ 

Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
，
Ｓ 

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
：
使
い
捨

て
マ
ス
ク
１
０
０
枚

匿
名
：
湯
呑
み
茶
碗
セ
ッ
ト
・
麦
茶

グ
ラ
ス
セ
ッ
ト

匿
名
：
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
・
パ
ッ
ト
・

オ
ム
ツ

匿
名
：
洗
剤
・
傘
・
台
所
用
品

　

私
は
平
成
18
年
４
月
に
入
職
し
て

い
ま
す
が
、
最
近
８
年
近
く
は
嘱
託

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

５
月
よ
り
再
び
常
勤
職
員
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
出
会
い
が
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思

い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
保
健
師
と
し
て
の
専

門
性
を
生
か
し
、
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
、
住
民
参
加
推
進

係
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
の
西
部

で
、
調
布
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知

識
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
市
内

の
各
地
域
に
足
を
運
び
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
し
、
福
祉
に
つ
い
て
考

え
て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
少
し

で
も
早
く
、
調
布
の
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

在
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
介
護
の
仕

新
　
人
　
紹
　
介

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

■
居
宅
支
援
係

■
住
民
参
加
推
進
係

松
まつしま

島　真
ま き

希飯
いいじま

島　さつき

事
を
す
る
中
で
出
会
っ
た
方
々
に
、

た
く
さ
ん
の
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
誰
か
の
励
ま

し
や
力
に
な
れ
る
よ
う
、
皆
様
に
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
明
る

く
笑
顔
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

清
し み ず

水　　歩
あゆみ

マスクをご寄付いただいたＮＩＰＰＯＮ　ＢＥＮ
ＧＡＬ ＦＲＩＥＮＤ，Ｓ　ＣＩＲＣＬＥのエムディ
アブドス　サラムさん、職員の方々との一枚

①　

鯖
の
水
煮
缶
は
汁
を
切
り
、
粗

　
　

く
ほ
ぐ
し
、
味
噌
、
す
り
胡
麻
、

　
　

顆
粒
だ
し
を
加
え
よ
く
混
ぜ
合

　
　

わ
せ
る
。

②　

①
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
平
ら
に

　
　

の
せ
て
、
ト
ー
ス
タ
ー
で
こ
ん

　
　

が
り
と
焦
げ
目
を
つ
け
る
よ
う

　
　

に
焼
き
、
冷
ま
し
て
お
く
。

③　

き
ゅ
う
り
は
、
輪
切
り
に
し
、

　
　

塩
適
量
で
も
み
、水
気
を
絞
る
。

④　

木
綿
豆
腐
は
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー　

　
　

パ
ー
で
水
気
を
取
り
、
手
で
ち

　
　

ぎ
っ
て
お
く
。

⑤　

大
葉
と
み
ょ
う
が
は
千
切
り
。

　
　

水
に
さ
ら
し
、
ザ
ル
に
あ
げ
て

　
　

お
く
。

⑥　

冷
水
で
②
を
溶
き
の
ば
し
、
③

　
　

と
④
を
加
え
る
。

⑦　

味
が
薄
い
よ
う
な
ら
ば
醤
油
で

　
　

味
を
調
整
す
る
。（
濃
い
め
に

　
　

作
り
氷
を
入
れ
て
も
い
い
で
す
）

⑧　

冷
や
ご
飯
の
上
に
⑦
を
か
け
、

　
　

⑤
を
散
ら
し
出
来
上
が
り
。

　
　

※
ご
飯
の
代
わ
り
に
、
そ
う
め

　
　

ん
や
う
ど
ん
で
も
美
味
し
く
召

　
　

し
上
が
れ
ま
す
。

☆
作
り
方
☆


